







































































Coordination between Upper Secondary Schools and
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ことなどが挙げられる。そのため，English for Specific 
Purposes（以下，ESP。特定の目的のための英語。ある
特定の目的をもって学習され使用される英語のことで，
一般的目的の英語，English for General Purposes/EGP
と対照をなす概念）（白畑他，2009）や，英語で専門科







































































時期 科目名 担当者 単位数 授業内容
１年前期 英語基礎 日本人教員 必修 1 EGP（一部 ESP）
１年前期 英語コミュニケーション入門 外国人教員 選択 1 EGP
１年後期 英語コミュニケーション 外国人教員 選択 1 EGP（一部 ESP）
１年後期 海外・英語研修 EFL クラス 選択 1 EGP および海外の栄養士施設見学
２年前期 実用栄養英語 日本人教員 選択 2 ESP/CLIL



































































































































0:00 – 5:00 その日読む英文レシピの料理についての
話をする。（導入・興味付け）
5:00 – 10:00 音読の手本を示し，スラッシュを入れる
所を指示する。
10:00 – 30:00 最初は，教員の後について音読，その後
一人で音読させる。
30:00 – 40:00 英文レシピを日本語で説明させる。知ら
ない単語は流れで予測させる。

























































　If you rely heavily on konbini bento or other 
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